
○　本校の概要 令和7年3月3日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：
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３：
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２：
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④創造的な資質・能力を育てるよう指導の
工夫をする。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

⑤一人ひとりのよさを認め、能力が発揮で
きるよう指導の工夫をしている。
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3
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③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。
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Ｄ 0

④地域との連携を図りながら、大田区独自
教科「おおたの未来づくり」の資質・能力を
育てるための素地づくりや新しい地域教材
の開発をする。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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３：

成果
評価

令和６年度　大田区立赤松小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数（全３２３名、12学級）、教員数（校長１名、副校長１名、主幹教諭２名、主任教諭７名、教諭６名、主任養護教諭１名、講師７名ほか）
・令和６年度　子どもの「生きる力」を育むプログラム～大田区における特色ある教育の推進～事業実施校を受け、「未来に向けてともに学び　地域とともに歩む赤松小学校～ウェルビーイングの実現を目指して～」をとして教育活動を実施する。
・令和６・７年度　大田区教育委員会研究指定校「ウェルビーイングを高めるこどもの育成　〜自己肯定感と協働性・多様性への理解の向上を目指した指導の工夫〜」を研究主題とし、研究を推進する。
・校内研究において長年にわたりESD（持続発展可能な社会のための教育）に取り組み、平成25年にユネスコスクールの認定を受けている。本校のこれまで研究を生かし、大田区独自教科「おおたの未来づくり」の新設に向けた研究を推進する。
・学校支援地域本部「スクールサポートあかまつ」の地域力を活かし、洗足池を中心とした地域学習、異学年の交流を重視した「なかよし班」活動、金管バンドの演奏、低学年を中心としたモルモットの飼育等の特色ある教育活動を推進している。
・令和２年度より校舎改築工事に着手。令和５年１２月　赤松放課後ひろば・千束特別出張所・地域包括支援センターを含む複合施設となった。令和９年３月竣工予定。

2

学校関係者記入欄

3

５・６年生については「おおた
の未来づくり」において単元開
発を行い、創造的な資質能力
の育成を図った。１～４年生に
おいては、各教科においてそ
の資質・能力を育てるよう指導
の工夫をした。

授業において効果的にタブ
レット端末の活用を行い、児童
の情報活用能力も高まってい
る。

昨年度の３学期より、新校舎
で学習が始まり、教育環境が
快適になってるが、校舎改築
Ⅱ期工事が続いているため、
教育活動には制限がある。そ
のため、ゲストティーチャーに
よる体験学習や、洗足池公園
など地域の施設を活用した学
習を工夫することで、児童が
主体的に学ぶことができた。

校舎改築により複合施設に
なったことから、千束特別出張
所をはじめ、その他の地域の
施設と連携をしながら地域学
習を行った。そのことにより地
域を大切にする気持ちを育て
ることができた。

外国語教育指導員による外国
語や外国語活動において、楽
しみながら学び、コミュニケー
ション能力の育成を図った。

3

学校経営方針としてウェル
ビーイングを取り入れているこ
とで、教職員自身のウェル
ビーイングを高めたことで、児
童のウェルビーイングの向上
につながっている。
多くの児童が「友達と学習した
り、遊んだりすることが楽しい」
と回答している。
数名ではあるが、肯定的でな
い回答の児童もいるので、個
に応じた指導の充実を図り、
安心して学校生活を過ごせる
よう支援していく。

楽しく学べていることは、学力
向上につながることができて
いると考える。

体力向上については、体育・
健康教育授業地区公開講座
においてコオーディネーション
トレーニングの授業を公開し、
保護者とともにその効果を体
験することができた。
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２：

１：

４：

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

〔知〕の学習方針で、「おおたの未来づくり」「タブレット有効利
用」「基礎・基本・関心・体験」等の成果を感じます。

５・６年生の「おおたの未来づくり」においては、千束特別出張
所との連携や地域との連携など複合施設になったことで相乗
効果が大きく表れたものと感じます。引き続き児童が地域と共
に学ぶ機会を作っていただくようお願いします。

創造力・解決力・活用能力いずれも社会生活を営むうえで不可
欠なことです。主体的に考えて、同時に他者との共動作業を行
うのは難しい作業ですが、積極的に取り組んでほしいと思いま
す。

校長・副校長・先生方がOneteamとなり、取り組んでいる。授業
を参観すると、その工夫、姿勢が随所に見られました。

「創造的に生きる力の育成」、大変に大きな課題だと思いま
す。
長期的な工事の影響も大きいと思いますが、様々な工夫と努
力で問題解決に向けたご指導を期待します。

〔徳〕の学校方針で、「ウェルビーイングの実現」「児童・教職
員・保護者の良好関係」「特別の教科　道徳」等の方針は維持
を希望します。

複合施設になったことにより、児童が保護者、教員以外とのか
かわり、地域の方々とのつながりを持つ機会がより一層増え、
これらの触れ合いを通じて、児童が地域を思う気持ち、大切に
する気持ちが確実に芽生えていると感じます。

外国語教育においてもボランティアを募り、常に外国語活動が
できる仕組みがあるとありがたいです。

グローバル社会を生き抜く力をつけることは、将来に向けて大
切なことです。

校舎の建て替えを、ネガティブではなくポジティブにとらえ、
様々な地域との連携がみられました。

「英語での実践的なコミュニケーションを向上させる」で、若干
課題が残ったようです。

豊かな国際感覚はとても大事なので、具体的な取り組みを要
望します。

〔体〕の学校方針で、「コオーディネーショントレーニング」は、運
動会、公開授業で実行され、認知度が上がっています。、

多くの児童が「友達と学習したり遊んだりすることが楽しい」と
答えているところからも、児童が健やかに学校生活を楽しみ、
そしてそれがウエルビーイングの向上につながっていることが
うかがえます。

義務教育期間中での基礎的な学力・体力の向上は、今後の人
生に大いに影響を与える重要な点です。

ウエルビーイングをキーワードに具体的な行動として、教師自
ら牽引、学校全体の取組みとして昇華しています。

「豊かな知・徳・体の育成」とても大事なことです。
「友達と話したり遊んだりすることが楽しい」と回答しなかった
肯定的でない児童については、個に応じた支援、特に対話で
悩みを聞いてあげることが重要と考えます。

４．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が９０％
以上

３．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が８０％
以上

２．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が７０％
以上

１．「タブレット端末で情
報を収集して、自分の
考えをまとめ、発表す
ることができますか」と
いう質問について「でき
る」「まあまあできる」と
回答した児童が７０％
未満

４：

３：

２：

１：

４：

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

４：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が9０％以上

３：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が８0％以上

２：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が７０％以上

１：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が７０％未満

４：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と児童アンケー
トで回答した児童の割
合が９0％以上

３：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と児童アンケー
トで回答した児童の割
合が８0％以上

２：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と児童アンケー
トで回答した児童の割
合が７0％以上

１：「友達と学習したい
り、遊んだりすることが
楽しい」と児童アンケー
トで回答した児童の割
合が７0％未満

Ｄ
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。
１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「取り組んでいる」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「取り組んでいる」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「取り組んでいる」と回答し
た。

１：「取り組んでいる」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ 0

Ａ 8

１：

Ｄ 0

Ａ 10

Ｃ 0

４：

３：

２：

4

3

4

3

Ｃ 0

4

3

4

３：

2

Ｂ 0

Ｂ 2

４：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が9
０％以上

３：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が８
0％以上

２：保護者による「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が７
０％以上

１：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力をこどもた
ちの教育活動に生かそ
うとしている」という設問
に肯定的な評価が７
０％未満

コミュニティースクールとなった
ことで、より一層、地域との連
携を深めることだできるように
なった。
拡大学校運営協議会では、学
校運営協議会委員の皆様と教
職員と熟議をしたり、「おおた
の未来づくり」の一貫として、５
年児童が熟議をしたことで、児
童も教職員も地域について愛
着をもち、千束地区をよりよく
していくことについて考えるこ
とができた。

保護者への情報の発信の仕
方や連携についての課題は、
来年度、引き続き検討してい
く。

Ｄ 0

Ｃ 0

④児童の気持ちに寄り添い、課題につい
て丁寧な対応をするよう心がけている。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

3

4

4

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

⑥ライフワークバランスを考え働き方改革
に取り組んでいる。

③ICT環境を十分に活用した教育活動を
工夫している。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

4

Ａ 10

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

3２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

3

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す 地域コミュニティ

の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

４：

２：

３：

３：

４：保護者によるアン
ケートにおいて、「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が9
０％以上

３：保護者によるアン
ケートにおいて、「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が８
0％以上

２：保護者による「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が７
０％以上

１：保護者によるアン
ケートにおいて、「施設
設備の安全管理と安全
に関する指導を適切に
行っている」という設問
に肯定的な評価が７
０％未満

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

４：保護者による学校公
開アンケートにおいて、
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が9０％以
上

３：保護者による学校公
開アンケートにおいて
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が８0％以
上

２：保護者による学校公
開アンケートにおいて、
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が７０％以
上

１：保護者による学校公
開アンケートにおいて、
「こどもたちにとって分
かりやすい授業をして
いた。」という設問に肯
定的な評価が７０％未
満

２：

１：

４：「自分にはよいとろ
が」とある」と児童アン
ケートで回答した児童
の割合が９0％以上

３：「自分にはよいとろ
が」とある」と児童アン
ケートで回答した児童
の割合が８0％以上

２：自分にはよいとろ
が」とある」と児童アン
ケートで回答した児童
の割合が７0％以上

１：「自分にはよいとろ
が」とある」と児童アン
ケートで回答した児童
の割合が７0％未満

４：

１：

１：

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 8

④コミュニティースクールとして地域と学校
との連歴を図っている。

Ｂ

Ｄ

0

Ｂ 0

校舎改築Ⅰ期工事の完成によ
り、安心・安全な学習環境が
整備できた。また、限られたス
ペースではあるが仮校庭がで
きたことで、校庭で体育がで
き、休み時間に遊ぶことができ
るスペースができ、児童にとっ
てよい環境となった。保護者ア
ンケートからも安心して学習で
きる環境となったことが分か
る。

4

仮校庭で休み時間に児童の歓声、体育時間ができるようにな
り嬉しいです。

仮の校庭で体育や休み時間に遊ぶ児童の元気な姿をよく見か
けることからも、児童が学校生活を送るうえでよりよい環境に
なったことはよかったと感じます。

校舎建て替えにより、教育環境は充実したものになった。授業
でも上手に活用しています。

新校舎の完成・仮校舎の活用などは、児童にとっても本当に
良かったと思います。

朝の挨拶、声掛け見守りの教員、誘導員、ボランティアに感謝
します。

コミュニティスクールとなり、児童と地域の方で熟議をする機会
も設けられるなど、これまで以上に地域と学校のつながりが強
くなり、双方向のコミュニケーションも図られていると実感しま
す。

地域の方々の中に、保護者の方々も含まれている認識が薄い
ように感じています。

新たに始まったコミュニティスクールの活動を期待します。

コミュニティスクールの指定は大変大きなこと思います。

教師と子ども達との対話、熟議は貴重な体験でした。

保護者への情報の発信の仕方や連携については、今後大事
な検討課題になってくると思います。

教員自身がまずは健康でないと、児童への指導も困難である
ことから、全教員が「ライフワークバランスを考え働き方改革に
取り組んでいる」と回答していることは大変すばらしいことかと
考えます。引き続き心身の健康にご留意いただきたいと思いま
す。

ぜひ、教職員自身のウエルビーイングを高めてください。

教員の「働き方改革」を含めて、教育する側の環境を大いに改
善することは、ひいては児童の受ける教育を向上させるものだ
と思います。

学校や教員自身の成長がとても大事になってくると思います。
働き方改革や国の方針と相まって、教師、学校側にとっても魅
力的な環境づくりができると思います。

教員は研修に参加することや
教材研究を行うことで、授業力
を高めるよう努力をした。
学校公開における保護者アン
ケートにおいて「こどもたちに
よって分かりやすい授業をして
いた」という設問に高い評価を
得られることができた。

教職員は、ライフワークバラン
スを考え、教職員自身のウェ
ルビーイングが高まるよう努力
している。
その結果、良好な人間関係が
構築され、児童が安心して学
校生活が過ごせる環境となっ
ている。

4

〔体〕‐４で、「いじめ未然防止」、毎月の委員会、学期の児童ア
ンケート、保護者と連携は継続を希望します。

いじめ防止対策委員会の定期的な開催や、児童へのアンケー
トなどを通じて、いじめの未然防止や早期発見早期対応に努
めていることは重要と考えます。

教職員で困難のある児童の共有をお願いいたします。問題が
小さいときに芽を摘んでください。

個人個人にそれぞれ個性があります。その点を的確にとらえ
て教育の益々の充実と発展を期待します。

児童一人一人が、思いやりがあり、優しい人事育成につながっ
ており、いじめが全く見られません。逆に優しすぎて、これから
の厳しい社会に向けて心配です。

相談体制の充実は急務の課題だと思います。相談先が校内
だと、相談しにくいのではないかとか、旧出張所の活用、新出
張所の活用などもできればと考えます。

校内の授業研究会において、
児童一人ひとりのよさを生か
し、授業の中で自己肯定感が
高まるよう、指導の工夫につ
いて研究を深めた。そのことに
より、児童のウェルビーイング
を高めることを目指している。

毎月のいじめ防止対策委員会
の開催や学期に１回の児童へ
のいじめアンケートにより、い
じめの未然防止や早期発見、
早期対応に努めた。

3


